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（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
、
２
０
２
４
年
度

を
通
し
て
展
開
し
て
い
る
継
続

教
育
研
修
の
一
環
と
し
て
「
防

災
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会

を
６
月
28
日
、
市
原
市
の
千
葉

　
第
２
部
は
、
建
物
用
耐
火
性

硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
燃

焼
、
集
合
住
宅
に
お
け
る
単
管

式
排
水
シ
ス
テ
ム
の
掃
流
性
、

樹
脂
管
熱
伸
縮
に
よ
る
管
の
抜

け
や
破
損
防
止
に
つ
い
て
、
積

水
化
学
工
業
㈱
の
竹
内
英
司
氏

が
講
じ
た
。
ま
た
、
避
難
所
に

お
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

パ
ネ
ル
式
浄
化
シ
ス
テ
ム
、
貯

水
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
学
・
体

験
・
実
験
し
た
。

　
岩
井
健
会
長
（
㈱
サ
ク
ラ
設

備
）
は
、
講
習
会
に
つ
い
て

「
今
後
も
同
様
の
体
験
学
習
や

工
場
見
学
を
通
じ
て
学
び
、
次

世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
ま
と
め
た
。

　
研
修
は
、
建
築
・
設
備
施
工

管
理
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
、
各
建
築
系

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
対
象
。

　
24
年
度
は
こ
れ
ま
で
、
４
月

19
日
に
「
官
民
一
体
と
な
り
自

然
災
害
か
ら
習
志
野
市
を
守

る
」
、
５
月
17
日
に
「
官
民
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
を
開
い

た
。
今
後
は
、
８
月
16
日
に
Ｃ

Ｐ
Ｄ
制
度
対
象
の
研
修
な
ど
の

開
催
を
企
画
し
て
い
る
。

　
関
東
中
部
Ｇ
空
間
情
報
技
術

研
究
会
（
増
澤
延
男
会
長
）
は

６
月
24
日
、
第
24
回
定
時
総
会

を
東
京
都
千
代
田
区
の
Ａ
Ｐ
東

京
丸
の
内
で
開
き
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
増
澤
会
長

の
続
投
を
決
め
た
。
副
会
長
も

宮
下
壽
幸
氏
を
再
任
し
た
。
ま

た
、
総
会
後
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
全
国
Ｇ
空
間
情
報
技
術
研

究
会
の
碓
氷
照
子
理
事
長
は

「
昨
今
の
課
題
は
人
材
を
い
か

に
確
保
す
る
か
。
企
業
は
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
資
格
取
得
を
支
援

す
る
『
人
材
育
成
企
業
』
に
な

る
こ
と
が
重
要
。
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
私
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
人

材
育
成
に
取
り
組
み
、
20
年
以

上
に
な
る
。
特
に
関
東
中
部
は

新
し
い
技
術
を
発
信
し
て
い

る
。
今
後
も
活
発
に
活
動
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
期
待

し
た
。

　
議
事
で
は
２
０
２
４
年
度
事

業
計
画
や
収
支
予
算
案
な
ど
、

提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
原

案
通
り
承
認
。
本
年
度
の
活
動

方
針
に
は
、
会
員
同
士
が
連
携

し
意
思
疎
通
を
取
り
な
が
ら
技

術
力
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。
技
術
部
会
の
奥
泉

春
夫
部
会
長
は
「
本
年
度
を
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
た
い
。
会

員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
で
、
困
っ
た

時
、
気
軽
に
相
談
で
き
た
り
、

情
報
が
共
有
で
き
る
」
と
述
べ

た
。
若
手
後
継
者
や
技
術
者
向

け
の
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ド
に
も
力

を
入
れ
る
。

　
引
き
続
き
「
Ｇ
空
間
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京
」

が
開
催
さ
れ
、
企
業
経
営
者
や

技
術
者
な
ど
36
人
が
参
加
し

た
。

　
基
調
講
演
で
は
碓
氷
理
事
長

が
測
量
設
計
業
務
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
講
義
し
、
「
時

代
は
３
Ｄ
、
４
Ｄ
へ
と
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
３
Ｄ
設
計
は
難

し
い
が
非
常
に
重
要
。
ス
マ
ー

ト
マ
ッ
プ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な

ど
技
術
力
の
向
上
は
必
須
」
と

強
調
し
た
。
国
際
協
力
機
構
の

藤
村
英
範
国
際
協
力
専
門
員

は
、
海
外
で
の
地
図
づ
く
り
の

経
験
な
ど
を
話
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
が
自
社
の
近

況
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
。

「
災
害
が
発
生
し
た
際
、
要
請

を
受
け
て
ド
ロ
ー
ン
で
被
害
状

況
を
調
査
し
た
。
様
子
が
よ
く

分
か
る
と
感
謝
さ
れ
た
」
「
３

い
」
「
バ
ス
や
収
集
運
搬
車
な

ど
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
付
け
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
『
タ
イ
ム
リ
ー
に

位
置
が
分
か
る
』
と
、
と
て
も

好
評
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
。

　
▽
会
長
＝
増
澤
延
男
（
み
す

ず
綜
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
長

野
県
）
▽
副
会
長
＝
宮
下
壽
幸

（
地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
、
新
潟
県
）
▽
監
事
＝
奥
泉

春
夫
（
和
泉
測
量
、
群
馬

県
）
、
安
藤
三
知
弘
（
安
藤
測

量
設
計
、
茨
城
県
）
▽
理
事
＝

佐
藤
節
（
パ
ス
キ
ン
工
業
、
栃

木
県
）
、
河
名
洋
一
（
サ
ン
レ

ッ
ク
ス
、
千
葉
県
）
、
宮
古
和

彦
（
ケ
ン
セ
イ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
神
奈
川
県
）
、
鷲
北
慎
一

（
北
建
コ
ン
サ
ル
、
富
山

県
）
、
松
山
中
成
（
富
士
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
山
梨
県
）

　
※
会
員
数
26
社
（
正
会
員
21

社
、
賛
助
会
員
５
社
）

Ｄ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
受
注
に
つ
な
が
ら
な

九
十
九
里
１
基
、
銚
子
連
絡
道

２
基
）
、
大
型
カ
ル
バ
ー
ト
６

基
（
東
金
九
十
九
里
）

　
▽
東
金
九
十
九
里
有
料
道
路

維
持
委
託
（
橋
梁
補
修
設
計
）

＝
①
調
査
②
東
金
市
上
谷
③
指

名
競
争
入
札
④
東
金
九
十
九
里

有
料
道
路
⑤
６
か
月
⑥
北
之
崎

橋
補
修
設
計
（
床
版
の
漏
水
・

遊
離
石
灰
の
析
出
等
）

香
取
市
佐
原
の
１
件

地
公
体
へ
情
報
提
供

関
東
財
務
局

　
関
東
財
務
局
は
１
日
、
「
地

方
公
共
団
体
に
情
報
提
供
中
の

物
件
」を
更
新
し
た
。千
葉
県
へ

の
情
報
提
供
リ
ス
ト
は
香
取
市

の
宅
地
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
介

護
施
設
用
地
と
し
て
の
利
用
を

検
討
し
て
も
ら
う
物
件
で
、
こ

れ
ら
の
物
件
を
活
用
し
て
介
護

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
地
方
公
共
団
体
お
よ

び
社
会
福
祉
法
人
。

　
本
県
リ
ス
ト
（
２
０
２
４
年

７
月
１
日
現
在
）
は
次
の
通

り
。
〔
▽
所
在
地
＝
①
登
記
地

目
②
面
積
③
用
途
地
域
④
建
ぺ

い
率
／
容
積
率
⑤
備
考
〕

　
国
土
交
通
省
は
、
関
東
地
方

整
備
局
関
係
の
１
日
付
人
事
を

発
令
し
た
。
国
土
交
通
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
長
と
な
る
藤

巻
浩
之
局
長
に
代
わ
り
、
岩
﨑

福
久
中
国
地
方
整
備
局
副
局
長

が
新
局
長
に
起
用
さ
れ
た
。
岩

﨑
新
局
長
は
、
中
国
地
方
整
備

局
河
川
部
長
、
関
東
地
方
整
備

局
企
画
部
長
、
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
社
会
資
本
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
総

合
政
策
局
公
共
事
業
企
画
調
整

課
長
な
ど
を
歴
任
。

　
部
長
級
で
は
、
国
土
交
通
省

都
市
局
総
務
課
長
に
異
動
と
な

る
井
浦
義
典
総
務
部
長
の
後
任

に
田
村
真
一
国
土
交
通
省
総
合

政
策
局
行
政
情
報
推
進
課
長
、

国
土
交
通
省
道
路
局
国
道
・
技

術
課
長
に
起
用
さ
れ
る
西
川
昌

宏
企
画
部
長
の
後
任
に
渡
邊
良

一
首
都
高
速
道
路
計
画
・
環
境

部
長
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房

官
庁
営
繕
部
整
備
課
長
と
な
る

末
兼
徹
也
営
繕
部
長
の
後
任
に

小
野
寺
幸
治
中
部
地
方
整
備
局

営
繕
部
長
が
起
用
さ
れ
た
。

積
水
工
業
㈱
事
務
所
で
開
い

た
。
受
講
者
は
24
人
で
、
安
田

輝
智
・
習
志
野
市
危
機
管
理
課

長
な
ど
が
同
席
し
た
。
講
習
会

は
２
部
制
で
実
施
。
第
１
部
で

講
師
を
務
め
た
東
日
本
セ
キ
ス

イ
商
事
㈱
の
大
塚
哲
史
部
長
は

「
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
製
品

の
活
用
に
つ
い
て
（
災
害
ト
イ

レ
編
）
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

「
実
際
の
製
品
を
用
い
て
体
験

や
実
験
を
行
い
、
信
頼
と
安
心

を
実
感
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
第
１
部
で
は
そ
の
ほ
か
、
積

水
化
学
工
業
㈱
の
有
山
祐
介
グ

ル
ー
プ
長
が
「
集
中
豪
雨
時
の

道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て
」
、

積
水
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
㈱
の
門

倉
則
之
部
長
が
「
防
災
・
減
災

に
関
わ
る
製
品
の
活
用
に
つ
い

て
（
タ
ン
ク
編
）
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
っ
た
。

　
全
国
鐵
構
工
業
協
会
（
全
構

協
、
永
井
毅
会
長
）
は
物
流
業

界
の
２
０
２
４
年
問
題
を
踏
ま

え
た
発
注
者
へ
の
要
望
事
項
を

ま
と
め
た
。
鉄
骨
の
建
て
方
に

関
わ
る
荷
降
ろ
し
時
間
の
徹
底

や
待
機
時
間
の
短
縮
、
輸
送
に

当
た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
場

所
と
ト
ラ
ッ
ク
の
待
機
場
所
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど
を
挙

げ
た
。
荷
降
ろ
し
時
間
の
変

更
、
突
然
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
対

し
て
は
割
増
料
金
や
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
請
求
す
る
と
し
て
い

　
▽
香
取
市
佐
原
字
粉
名
口
ロ

２
０
９
７
―
４
１
５
外
２
筆
＝

①
宅
地
②
２
６
３
０
・
22
㎡
③

一
種
住
居
④
60
／
２
０
０
⑤
工

作
物
一
式

自
社
施
工
で
開
発
工
事

大
網
白
里
市
専
住
７
棟

エ
ク
ス
テ
リ
ア
カ
ク
ガ
ワ

　
㈱
エ
ク
ス
テ
リ
ア
カ
ク
ガ
ワ

（
大
網
白
里
市
駒
込
７
５
２
）

は
、
大
網
白
里
市
駒
込
字
久
田

７
９
４
―
１
ほ
か
の
１
４
５
２

・
62
㎡
に
お
い
て
、
専
用
住
宅

７
棟
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

開
発
工
事
は
自
社
の
施
工
で
、

12
月
27
日
の
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。

　
建
設
地
は
共
同
住
宅
「
リ
ヴ

ェ
ー
ル
壱
番
館
」
の
北
側
。
西

側
に
、
大
網
白
里
市
道
２
―
０

２
１
４
号
線
が
接
し
て
い
る
。

　
土
地
利
用
計
画
は
、
宅
地
１

２
４
９
・
33
㎡
、
道
路
用
地
２

０
１
・
４
㎡
、
ご
み
集
積
所
１

・
86
㎡
。

　
開
発
区
域
内
の
主
要
道
路
の

幅
員
は
６
ｍ
。
舗
装
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
山
武

郡
市
広
域
水
道
企
業
団
の
公
営

水
道
を
供
給
。
雨
水
は
Ｕ
字
溝

に
よ
り
排
水
。
汚
水
は
公
共
下

水
道
で
処
理
す
る
。

木
更
津
の
宅
地
１
件

公
用
取
得
要
望
受
付

関
東
財
務
局

　
関
東
財
務
局
は
１
日
、
公
用

・
公
共
用
の
取
得
等
要
望
を
受

け
付
け
る
物
件
を
更
新
し
た
。

千
葉
県
関
係
は
木
更
津
市
の
宅

地
・
雑
種
地
１
件
。
受
付
期
限

は
９
月
30
日
。

　
対
象
は
、
予
算
決
算
お
よ
び

会
計
令
等
の
規
定
に
よ
り
随
意

契
約
に
よ
り
契
約
す
る
こ
と
が

で
き
る
地
方
公
共
団
体
ま
た
は

公
益
法
人
そ
の
他
の
事
業
者
。

　
対
象
用
途
は
福
祉
施
設
、
認

定
こ
ど
も
園
、
医
療
施
設
な

ど
。
売
却
に
よ
る
取
得
の
ほ

か
、
定
期
借
地
権
を
設
定
し
た

貸
し
付
け
も
可
能
と
な
る
。

　
千
葉
県
内
１
物
件
の
概
要
は

次
の
通
り
。
〔
▽
所
在
地
＝
①

地
目
②
面
積
③
用
途
地
域
④
建

蔽
率
／
容
積
率
（
％
）
⑤
担
当

事
務
所
〕

　
▽
木
更
津
市
中
島
字
高
洲
４

３
６
４
―
32
外
１
筆
＝
①
宅

地
、
雑
種
地
②
１
６
１
８
・
73

㎡
③
市
街
化
調
整
区
域
④
60
／

２
０
０
⑤
千
葉
１
統
括

払
い
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
加
入
事
業
所
数
は
２
万
５
１

７
０
社
で
、
主
力
と
な
る
年
間

関
係
工
事
高
契
約
の
新
規
加
入

者
は
６
５
０
社
（
前
年
度
比
58

社
減
）
と
、
厳
し
い
結
果
と
な

っ
た
。
既
契
約
者
の
契
約
更
新

率
は
96
・
９
％
（
前
年
度
比

同
）
と
高
水
準
を
維
持
し
て
い

る
が
、
前
年
度
の
新
規
加
入
に

１
０
０
社
増
の
８
０
０
社
の
新

規
加
入
を
目
標
と
し
て
い
た
。

前
年
度
加
入
者
数
よ
り
低
い
数

字
に
と
ど
ま
り
、
加
入
数
の
伸

び
悩
み
が
見
ら
れ
る
。

　
福
祉
共
済
団
は
決
算
と
加
入

事
業
所
数
の
推
移
を
分
析
し
、

契
約
更
新
率
の
向
上
と
新
規
加

入
の
増
加
に
引
き
続
き
注
力
す

る
方
針
。
持
続
的
に
契
約
社
割

り
戻
し
を
行
う
た
め
に
も
契
約

社
の
拡
大
が
必
要
と
し
た
。
全

国
建
設
業
協
会
の
会
員
企
業
ら

へ
の
共
済
契
約
加
入
促
進
事
業

も
引
き
続
き
推
進
す
る
。

　
政
府
は
６
月
21
日
、
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
・
共
生
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
を
開
催
し
、

「
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」

の
２
０
２
４
年
度
改
訂
を
決
定

し
た
。
日
本
語
教
育
等
の
取
り

組
み
、
外
国
人
向
け
相
談
体
制

の
強
化
な
ど
、
外
国
人
材
の
受

入
れ
や
共
生
社
会
実
現
へ
の
各

種
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
法
改
正
で
創
設
さ

れ
た
育
成
就
労
制
度
の
運
用
に

向
け
た
施
策
も
含
ん
で
い
る
。

外
国
人
材
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

し
つ
つ
、
国
内
で
就
労
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

日
本
が
魅
力
あ
る
働
き
先
と
し

て
選
ば
れ
る
た
め
の
環
境
整
備

に
取
り
組
む
。

　
こ
の
中
で
、
外
国
人
材
の
円

滑
か
つ
適
正
な
受
け
入
れ
に
向

け
て
は
、
特
定
技
能
外
国
人
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
育
成
就
労

制
度
お
よ
び
特
定
技
能
制
度
の

円
滑
な
運
用
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
推
進
す
る
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
分
野
別
協
議
会
等
を
通

じ
た
情
報
提
供
と
外
国
人
材
の

就
労
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
育
成
就
労
制
度
の
創
設
等
に

関
し
て
は
、
日
本
語
能
力
を
向

上
さ
せ
る
仕
組
み
を
含
め
、
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
を
推
進
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し

た
送
出
機
関
や
現
地
教
育
機
関

等
へ
の
支
援
な
ど
で
、
来
日
前

の
人
材
育
成
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
悪
質
な
仲
介
事
業
者

等
の
排
除
、
海
外
の
日
本
語
教

育
基
盤
の
充
実
も
図
る
。

６
月
25
日
、
２
０
２
３
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
を
発
表
し

た
。
決
算
で
は
、
掛
金
の
払
い

戻
し
に
使
わ
れ
る
実
質
剰
余
金

４
億
５
９
１
万
円
が
確
保
さ
れ

た
。
一
方
、
掛
金
収
入
は
29
億

９
３
４
３
万
円
（
前
年
度
比
０

・
２
％
減
）
で
微
減
。
23
年
度

の
契
約
者
割
戻
率
は
16
・
46

％
。
割
戻
金
は
９
月
下
旬
に
支

　
建
設
業
福
祉
共
済
団
（
福
祉

共
済
団
、
茂
木
繁
理
事
長
）
は

　
厚
生
労
働
省
は
６
月
28
日
、

２
０
２
４
年
度
社
会
福
祉
施
設

等
施
設
整
備
費
補
助
金
の
24
年

度
当
初
予
算
分
等
に
つ
い
て
内

示
し
た
。
千
葉
県
関
係
の
対
象

は
、
千
葉
県
が
２
件
４
５
９
７

万
２
０
０
０
円
、
船
橋
市
が
１

件
４
９
９
３
万
３
０
０
０
円
。

　
対
象
施
設
は
次
の
通
り
。

　
〔
▽
施
設
種
別
・
施
設
名
＝

①
設
置
主
体
②
所
在
地
③
内
示

額
④
工
事
区
分
〕

■
一
般
整
備
分

　
▽
共
同
生
活
援
助
・
太
陽
の

丘
檸
檬
館
＝
①
社
会
福
祉
法
人

宝
樹
②
市
原
市
③
７
６
０
万
円

④
大
規
模
修
繕

　
▽
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
つ

な
ぐ
＝
①
社
会
福
祉
法
人
心
結

会
②
横
芝
光
町
③
３
８
３
７
万

２
０
０
０
円
④
創
設

　
▽
共
同
生
活
援
助
・
（
仮

称
）
大
久
保
ホ
ー
ム
参
番
館
・

四
番
館
＝
①
社
会
福
祉
法
人
大

久
保
学
園
②
船
橋
市
③
４
９
９

３
万
３
０
０
０
円
④
創
設

小
髙
氏
が
４
選　

長
生
村
長
選

　
任
期
満
了
に
伴
う
長
生
村
長

選
挙
の
投
開
票
が
６
月
30
日
に

行
わ
れ
、
現
職
の
小
髙
陽
一
氏

が
４
選
目
を
果
た
し
た
。
17
日

の
初
登
庁
を
予
定
し
て
い
る
。

　
小
髙
氏
は
、
新
た
な
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
小
中
学
校
特

別
教
室
・
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
、
県
原
種
農
場
跡
地
へ

の
企
業
誘
致
な
ど
を
公
約
に
掲

げ
た
。

５
５
７
㎡
（
同
25
・
６
％

減
）
、
工
事
費
予
定
額
６
８
４

億
５
９
７
１
万
円
（
同
28
・
８

％
減
）

　
▽
非
居
住
用
＝
床
面
積
12
万

４
３
１
３
㎡
（
同
33
・
２
％

減
）
、
工
事
費
予
定
額
４
４
９

億
５
９
２
５
万
円
（
同
41
・
４

％
減
）

【
着
工
新
設
住
宅
戸
数
】

　
▼
総
数
＝
３
５
８
０
戸
（
対

前
年
同
月
比
21
・
９
％
減
）

　
▽
持
家
＝
８
２
０
戸
（
同
７

・
０
％
減
）

　
▽
貸
家
＝
１
３
２
４
戸
（
同

13
・
３
％
減
）

　
▽
給
与
＝
14
戸
（
同
56
・
３

％
減
）

　
▽
分
譲
＝
１
４
２
２
戸
（
同

33
・
７
％
減
）
▽
う
ち
マ
ン
シ

ョ
ン
＝
４
６
６
戸
（
同
58
・
０

％
減
）
▽
う
ち
一
戸
建
て
＝
９

１
７
戸
（
同
11
・
４
％
減
）

【
着
工
新
設
住
宅
床
面
積
】

　
▼
総
数
＝
28
万
１
９
４
０
㎡

（
対
前
年
同
月
比
24
・
２
％

減
）

　
▽
持
家
＝
９
万
２
４
２
２
㎡

（
同
９
・
１
％
減
）

　
▽
貸
家
＝
５
万
８
３
３
３
㎡

（
同
13
・
５
％
減
）

　
▽
給
与
＝
１
２
２
９
㎡
（
同

43
・
０
％
減
）

　
▽
分
譲
＝
12
万
９
９
５
６
㎡

（
同
35
・
２
％
減
）
▽
う
ち
マ

ン
シ
ョ
ン
＝
３
万
６
６
３
８
㎡

（
同
62
・
０
％
減
）
▽
う
ち
一

戸
建
て
＝
９
万
１
８
５
７
㎡

（
同
11
・
８
％
減
）

る
。

　
全
構
協
で
は
昨
年
も
、
鉄
骨

業
界
の
働
き
方
改
革
に
照
準
を

合
わ
せ
て
発
注
者
に
対
す
る
要

望
活
動
を
展
開
。
鉄
骨
の
工
場

は
す
で
に
土
日
閉
所
に
な
っ
て

お
り
、
工
期
が
不
透
明
な
状
態

で
の
予
約
は
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
や
、
契
約
範
囲
を
超
え
た
要

求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
な

ど
を
訴
え
て
い
た
。

　
今
回
の
要
望
事
項
は
、
４
月

か
ら
物
流
業
界
に
も
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
鉄
骨
の
輸
送

や
現
場
搬
入
を
巡
る
課
題
を
改

善
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
。

　
県
道
路
公
社
は
１
日
、
２
０

２
４
年
度
発
注
予
定
工
事
を
更

新
し
た
。
発
注
済
み
を
除
く
案

件
は
、
工
事
３
件
、
業
務
２
件

の
計
５
件
。
い
ず
れ
も
第
２
四

半
期
の
発
注
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
更
新
で
、
工
事
１

件
、
業
務
２
件
の
発
注
予
定
時

期
、
業
務
１
件
の
箇
所
が
変
更

さ
れ
た
。

　
変
更
後
の
概
要
は
次
の
通

り
。

■
工
事

　
〔
▽
案
件
名
＝
①
路
線
河
海

名
②
工
種
区
分
③
工
事
場
所
④

工
事
期
間
⑤
工
事
概
要
⑥
入
札

方
法
〕

　
▽
県
単
道
路
改
良
工
事
（
可

変
式
速
度
規
制
標
識
設
置
）
＝

①
銚
子
連
絡
道
路
②
電
気
通
信

③
横
芝
光
町
芝
崎
④
７
か
月
⑤

可
変
式
速
度
規
制
標
識
１
基

（
下
り
線
）
⑥
一
般
競
争
入
札

（
事
後
審
査
型
）

　
▽
東
金
九
十
九
里
有
料
道
路

橋
梁
修
繕
工
事
（
伸
縮
装
置
補

修
）
＝
①
東
金
九
十
九
里
有
料

道
路
②
土
木
一
式
③
東
金
市
台

方
外
④
６
か
月
⑤
重
沼
橋
伸
縮

装
置
補
修
Ｌ
16
ｍ
（
Ａ
１
側
８

ｍ
、
Ａ
２
側
８
ｍ
）
、
台
方
高

架
橋
伸
縮
装
置
補
修
Ｌ
８
ｍ

（
下
り
車
線
Ｐ
４
橋
脚
）
⑥
指

名
競
争
入
札

　
▽
銚
子
連
絡
道
路
維
持
工
事

（
法
面
補
修
）
＝
①
銚
子
連
絡

道
路
②
土
木
一
式
③
横
芝
光
町

長
倉
④
５
か
月
⑤
切
土
法
面
補

修
２
か
所
Ａ
２
０
０
㎡
⑥
指
名

競
争
入
札

■
業
務

　
〔
▽
案
件
名
＝
①
業
種
②
箇

所
③
入
札
方
式
④
路
線
河
海
名

⑤
業
務
期
間
⑥
業
務
概
要
〕

　
▽
東
金
九
十
九
里
有
料
道
路

外
維
持
委
託
（
付
属
物
施
設
点

検
）
＝
①
調
査
②
東
金
市
北
幸

谷
外
③
指
名
競
争
入
札
④
東
金

九
十
九
里
有
料
道
路
外
⑤
６
か

月
⑥
道
路
情
報
板
３
基
（
東
金

講師を務めた大塚部長

単管式排水システムについて学んだ

マンホールトイレの構造を紹介

製
品
を
体
験
し
学
ぶ

　
習
志
野
市

イ
ン
フ
ラ
協 

防
災
テ
ー
マ
に
研
修

増
澤
会
長
が
続
投

　
関
東
中
部
Ｇ
空
間 

定
時
総
会
開
く

総
会
の
様
子

碓
氷
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

発
言
す
る
奥
泉
部
会
長

講
師
の
藤
村
国
際
協
力
専
門
員

新
局
長
に
岩
﨑
氏

関
東
整
備
局

人
事
異
動
を
発
令

岩﨑新局長

荷降ろし時間徹底 改めて要望
全構協

２
０
２
４
年
５
月

　
国
土
交
通
省
の
ま
と
め
に
よ

る
建
築
着
工
統
計
（
２
０
２
４

年
５
月
分
）
の
千
葉
県
分
概
要

は
次
の
通
り
。

【
着
工
建
築
物
床
面
積
・
工
事

費
予
定
額
】

　
▼
全
建
築
物
＝
床
面
積
41
万

６
８
７
０
㎡
（
対
前
年
同
月
比

28
・
０
％
減
）
、
工
事
費
予
定

額
１
１
３
４
億
１
８
９
６
万
円

（
同
34
・
４
％
減
）

　
▽
居
住
用
＝
床
面
積
29
万
２

建
築
着
工
統
計�

千
葉
県
分

社
会
福
祉
施
設
補
助
内
示

県
関
係
は
３
件
厚労省

県
道
路
公
社
発
注
予
定
変
更

工
事
３
件
、業
務
２
件

受
入
・
共
生
で
対
応
策

　
外
国
人
材 

育
成
就
労
の
施
策
も

実
質
剰
余
金
４
億
円 

福

祉

共
済
団

??? ??
折れ線


